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5.7. 配色 Ⅱ 
5.7.1 配色セット 
配色は、「『カラーユニバーサルデザイン推奨配
色セット ガイドブック』第 2版、2018年、カラ
ーユニバーサルデザイン推奨配色セット作成委員
会」（以下、「ガイドライン」と表記。）に準拠する
ことにした[2]。「カラーユニバーサルデザイン推奨
配色セット」とは、「色覚の多様性に配慮し、色で
情報を伝えるための実用的なカラーパレット」で
ある[3]。 
 
5.7.2 配色 
 ガイドラインにおけるアクセントカラーを試し
に着色し、どのような感じになるのかを確かめた。  
アクセントカラーは、9色である。具体的には、
赤・黄色・緑・青・空色・ピンク・オレンジ・紫・
茶色である。 
 結果、紫・茶色を除く7色のうちのどれかで着
色することにした。最終的には、ピンク・緑・赤・
空色を着色した案を提出した。次に、着色した案
を3つ示す。（図18～図20）なお、これまでの案
とは違い、表紙の下方の感じが変わっている。こ
れは、不透明度を 100％のままに、描画モードを
「オーバーレイ」に指定したためである。 
図18 
図19 
図20 
 
この3つの案に加えて、筆者としては参考のつ
もりで、装画全体を覆ったもの1つ用意した（図
21）。 
以上、計4つの案を提出した。 
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図21 
 
5.8. 方向変更 
 後日、委託側から次のような趣旨の意見を知ら
された。 
 
●構成 
・空色の案に決定 
●テキスト 
・安定感がほしい 
・インパクトがほしい 
・発行元はもっと小さくていい 
●色 
・緑 
・おいしそうに見えるように 
 
 以上の意見を考慮し作成した案を次に示す（図
22）。 
図22 
 
まず、空色の案の配色を緑色に変更した。 
 次に、テキスト（タイトル・著者・発行所）の
配置を中央に変更した。そして、先述の意見を考
慮し、発行所のフォントサイズを9pt小さく変更
した。これで、「安定感」を得られ、「インパクト」
も得られるだろうと期待した。 
 以上の変更後、表紙左上の部分が暗く淀んで見
えるようになった。一方、対角の部分は変更前と
変わらず明るく見える。したがって、装画を右回
りへ180度回転した。 
 最後に、「おいしそうに見えるように」、色調を
調整した。このときの筆者は、メロンソーダを想
像していた。 
後日、次の趣旨の指示を受けた。「タイトルが目
立つように、枠または背景を塗りつぶしてはいか
がか。」数日後には入稿のため、早急に作成する必
要があった。 
 まず、タイトルの背景に相当する部分を着色し
た円で塗りつぶしてみた。確かに、タイトルは目
立つようになった。ただし、「タイトルを目立たせ
るために後付けしたのだろう。」と思われても仕方
がないものに見えた。 
 次に、枠を付けてみた。これが良いのか悪いの
か判断がつかなかったが、少なくとも後付けした
ようには比較的見えなかったため、枠を付けタイ
トルを目立たせる方向で作成を進めることにした。 
 いくつか試作品を作成し、比較し、「何か納得し
きれない感じ」があれば除外した。この過程を繰
り返し、徐々に候補を絞った。最終的には、次の
案を残した（図23）。初めに試作したものである。 
図23 
 
 これを提出しようと思ったが、まだ「何か納得
しきれない感じ」があった。今回の提出で最後だ
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と予想されたため、残り時間で出来るところまで
何度も作成し直した。そして、作成した2つの案
を提出した（図24・図25）。 
図24 
図25 
 
最終的に採用された案は、図25の案であった。 
 
6. おわりに 
本稿では、受託から入稿までの作成過程につい
て、図を示しながら、ひとつひとつ順番に述べて
きた。 
受託してからは、装丁のことばかり考えて、熱
中して作成を進める。何か素材はないか、何か使
えないか、何か方法はないかと悶々と考える。あ
る物を見てある動画・静止画が連想されたり、あ
る言葉が連想されたりする。脈略もなく連想され
る。要するに、関心を持った対象のことで頭の中
が飽和状態になる。したがって、何を見ても、そ
のことへ考えが及ぶのである。 
考えて、試作して、また考えて、と試行錯誤す
るうちに、ようやく「これは良いかもしれない。」
と感じるものが見えてくる。このような試行錯誤
そのものが、筆者には「楽しい」と感じる。した
がって、受託から入稿までの作成過程において、
筆者は常に楽しかったのである。本稿を読んで創
作に興味を持ったならば、試しに何か作成してみ
てはいかがだろうか。試すという行為は、楽しみ
を見つけることなのである。 
 
脚注 
 
[1] 余談だが、入稿後に装画を色々に加工してみると、レ
イヤーを追加しなくても、「レベル調整」によって少ない手
数で望み通りの装画に出来ることがわかった。「シャドウ・
ハイライト」「トーンカーブ」「レベル調整」によって色調
がどのように調整されるのか。それぞれの違いは何か。興
味のある方は、適当なデータをサンプルとして試していた
だきたい。 
[2]『カラーユニバーサルデザイン推奨配色セット ガイド
ブック』, 第２版, カラーユニバーサルデザイン推奨配色セ
ット制作委員会, 2018年. 
[3]同上, p1. 
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